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厳しい冬を耐え、
早春に愛らしい花を咲かせる雪割草は、
新潟県の草花に指定されています。
変化に富んだ花の色や形は可憐で、
春の喜びを感じさせてくれます。
自然や里山などの環境を守るシンボルとして、
この貴重な植物を大切に守り、
美しい佐渡の自然をいつまでも残しましょう。
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佐
渡
市
で
は
、
４
月
１
日
か
ら
市
役
所
の

組
織
を
変
更
し
ま
す
。
市
民
の
暮
ら
し
の
視

点
に
立
ち
、
組
織
を
ス
リ
ム
化
し
て
、
市
民

に
わ
か
り
や
す
く
、
簡
素
で
効
率
的
な
組
織

体
制
を
再
編
成
し
ま
す
。

組
織
の
再
編
成
で 

市
役
所
は
ど
う
変
わ
る
の
？

◆�

佐
渡
市
の
組
織
を
再
編
成
す
る
目
的
は
何

で
す
か
？

　

佐
渡
市
で
は
、市
民
サ
ー
ビ
ス
を
よ
り
効

率
的・効
果
的
に
提
供
し
、市
民
か
ら
信
頼
さ

れ
る
市
役
所
と
な
る
た
め
、市
の
組
織・機
構

や
事
務
事
業
な
ど
、あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
い
て

総
合
的
な
見
直
し
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
回
の
組
織
の
再
編
成
で
は
、政
策
の
立

案・調
整
機
能
を
強
化
し
、わ
た
し
た
ち
の
暮

ら
す
佐
渡
市
の
将
来
を
見
据
え
て
取
り
ま
と

め
た「
佐
渡
市
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
」（
※
）の
推
進
体

制
を
整
備
し
ま
す
。

　

ま
た
、地
方
の
こ
と
は
地
方
が
自
ら
責
任

を
持
っ
て
決
定
し
て
い
く
と
い
う
地
方
分
権

に
対
応
で
き
る
よ
う
、機
動
的
で
効
率
的
な

組
織
体
制
を
整
備
し
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
利
用
し
や
す
い
市
役
所

に
な
る
よ
う
、市
民
ニ
ー
ズ
に
す
ば
や
く
柔
軟

に
対
応
で
き
る
組
織
体
制
を
目
指
し
ま
す
。

※�「
佐
渡
市
将
来
ビ
ジ
ョン
」は
市
役
所
本
庁・各
支

所
・
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
閲
覧
で
き
る
ほ

か
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

◆�

今
回
の
組
織
改
革
で
大
き
く
変
わ
る
の
は

ど
の
よ
う
な
こ
と
で
す
か
？

　

本
庁
組
織
の
部
制
を
廃
止
し
、
課
制
へ
移

行
し
ま
す
。
現
在
は
、
市
長
部
局
６
部
25
課

８
室
で
す
が
、
18
課
８
室
へ
改
正
し
ま
す
。

重
要
施
策
の
企
画
推
進
や
調
整
を
統
括
し
、

課
長
を
指
揮
監
督
す
る
総
合
政
策
監
を
配
置

し
ま
す
。
そ
し
て
、
横
断
的
に
施
策
を
推
進

す
る
体
制
を
構
築
し
ま
す
。

◆�

新
し
く
設
置
す
る
総
合
政
策
課
と
島
づ
く

り
推
進
課
で
は
、
ど
ん
な
仕
事
を
す
る
の

で
す
か
？

　

総
合
政
策
課
で
は
、
全
庁
的
な
政
策
調
整

と
、
佐
渡
市
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
の
推
進
、
進
行

管
理
を
行
い
ま
す
。

　

島
づ
く
り
推
進
課
で
は
、
新
た
な
事
業
の

開
発
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
支
援
を
行
い

ま
す
。

◆�

事
務
所
の
移
転
な
ど
の…

　
　
　
　

変
更
は
あ
り
ま
す
か
？

　

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
（
現
生
涯
学
習

課
）
の
事
務
室
を
両
津
支
所
２
階
に
移
転
し

ま
す
（
両
津
地
区
公
民
館
は
、
従
来
ど
お
り

で
す
）
。

　

新
穂
地
区
公
民
館
を
新
穂
行
政
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
に
移
転
し
ま
す
。

　

限
ら
れ
た
人
員
と
財
源
を
効
率
的
に
運
用

し
、
簡
素
で
活
力
あ
る
組
織
構
築
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

　

市
役
所
行
政
改
革
課　

☎
63
―
３
１
１
１

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.city.sado.niigata.jp/

市
役
所
の
組
織
が

　
　
　
　
　
変
わ
り
ま
す

わかりやすく効率的に

４月１日から

部 課から へ再編成
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４月１日からの
市役所組織

市議会

市　長

事務局

副市長

病院事業

教育委員会 教育長 ・学校教育課
・社会教育課…
 （文化財室、各教育事務所）

両津病院、相川病院

消防本部

消防団

中央消防署
両津消防署
相川消防署
南佐渡消防署

会計管理者

選挙管理委員会 事務局（総務課が事務局兼務）

両津・相川・羽茂支所

監査委員

固定資産評価審査委員会

農業委員会

事務局

事務局

事務局

・市民課
　　海府・岩首・高千連絡所
・産業振興課

佐和田・新穂・畑野・真野・小木・赤泊行政サービスセンター
・松ヶ崎連絡所

総合政策監

・総務課（市民相談室）
・総合政策課
・行政改革課
・島づくり推進課
・世界遺産推進課
・財務課（契約検査室）
・地域振興課（情報センター室）
・交通政策課（空港整備対策室）
・市民生活課（健康推進室）
・税務課（債権収納対策室）
・環境対策課
・社会福祉課（子育て支援室）
・高齢福祉課
・農林水産課（生物多様性推進室）
・観光商工課
・建設課
・上下水道課

会計課

支所・行政サービスセンター

◆新しくできる課

総合政策課

島づくり推進課

◆統合・再編する課

新しい課の名称 これまでの課・室

財務課 財政課、契約検査課

地域振興課 企画振興課

市民生活課 市民課、健康推進課

税務課　 税務課、債権収納対策課

環境対策課
トキ共生・環境課、廃棄物
対策課

農林水産課 農業振興課、農林水産課

観光商工課 観光課、商工課

上下水道課 水道課、下水道課

教育委員会
　社会教育課

教育委員会生涯学習課に
文化振興室を編入

両津支所
　産業振興課

両津支所産業振興課、両
津支所建設課

◆廃止する課

防災管財課
防災安全業務は総務課、管財
業務は財務課へ移管

国体推進課
国体に関する業務は、教育委員
会社会教育課に引継ぎ

◆業務の変更

総務課に市民相談室を移管
　行政相談、消費者相談等の窓口を一本化

農林水産課生物多様性推進室を設置
トキに関する業務や生物多様性の保全、
農林水産物の生産から販売までを総合的
に推進

選挙管理委員会事務局を総務課が兼務



4

■　

実
施
団
体　

（
敬
称
略
）

８
月
23
日　

泉
区
（
金
井
）

９
月
13
日　

�

農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上�

対
策
事
業　

徳
和
活
動
組
織
お

よ
び
北
袋
集
落
（
赤
泊
）

11
月
３
日　

貝
塚
老
人
ク
ラ
ブ
（
金
井
）

11
月
３
日　

莚
場
集
落
（
赤
泊
）

11
月
25
日　

三
川
集
落
（
腰
細
）
（
赤
泊
）

11
月
25
日　

真
野
新
町
集
落
（
真
野
）

１
月
15
日　

�

㈳
新
潟
県
介
護
福
祉
士
会
佐
渡

ブ
ロ
ッ
ク

１
月
17
日　

�

両
津
地
区
公
民
館
野
浦
分
館�

（
両
津
）

１
月
23
日　

南
新
保
集
落
（
赤
泊
）

１
月
23
日　

中
興
公
民
館
（
金
井
）

２
月
４
日　

�

佐
渡
市
消
費
者
協
会
佐
和
田
支

部
（
佐
和
田
）

２
月
14
日　

赤
泊
自
治
会
（
赤
泊
）

２
月
14
日　

�

両
津
地
区
公
民
館
片
野
尾
分
館

（
両
津
）

２
月
14
日　

大
和
区
（
金
井
）　

２
月
19
日　

�

高
千
・
外
海
府
総
代
会�

（
相
川
）

２
月
20
日　

佐
渡
市
女
性
団
体
連
絡
協
議
会

２
月
20
日　

上
山
田
集
落
（
羽
茂
）

２
月
21
日　

�

小
倉
・
長
谷
自
治
公
民
館�

（
畑
野
）

■　

主
な
内
容

Q�　

地
産
地
消
条
例
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で

す
か
。

�

A�　

地
元
で
捕
れ
た
物
を
地
元
で
消
費
す
る

こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。
学
校
給
食

な
ど
で
は
、
ほ
と
ん
ど
が
島
外
か
ら
の
食

材
で
し
た
が
、
米
は
現
在
地
元
の
も
の
を

使
用
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
あ
ら
ゆ
る
規

格
の
野
菜
を
使
用
す
る
た
め
に
は
、
中
間

処
理
の
検
討
も
必
要
で
あ
る
と
考
え
ま

す
。
地
元
の
食
材
を
地
元
で
食
べ
る
努

力
。
ホ
テ
ル
や
旅
館
で
地
元
産
を
使
用
す

る
こ
と
。
学
校
給
食
で
の
米
粉
パ
ン
の
導

入
な
ど
、
地
元
で
の
消
費
拡
大
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

Q�　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
教
え
て

く
だ
さ
い
。
地
区
に
よ
っ
て
は
実
施
の
効

果
も
あ
る
で
し
ょ
う
が
、
佐
渡
市
と
し
て

そ
の
先
は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
で
し
ょ
う

か
。

※�

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
は
…
学
生
が
在
学
中

に
自
ら
の
専
攻
に
関
連
す
る
企
業
や
官
公
庁

な
ど
で
、
将
来
の
職
業
選
択
に
生
か
す
た
め

就
業
体
験
す
る
こ
と
。

A�　

市
の
現
状
と
し
て
、
人
口
の
減
少
に
よ

る
後
継
者
の
不
足
が
大
き
な
問
題
に
な
っ

て
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
行
う

こ
と
で
、
将
来
的
に
農
林
水
産
業
の
後
継

者
の
不
足
解
消
や
、
会
社
の
従
業
員
の
確

保
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
市
で
は
い
く
つ
か
の
大
学
と
包
括
連

携
協
定
を
結
び
ま
し
た
。
佐
渡
に
は
大
学

生
が
多
く
来
て
い
ま
す
が
、
今
ま
で
は
自

由
に
行
動
が
で
き
ま
し
た
が
、
包
括
連
携

協
定
は
授
業
の
一
環
と
な
っ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
各
地
区
の
商
店
街
で
は
、
シ
ャ
ッ

タ
ー
が
閉
ま
っ
た
状
態
が
続
い
て
い
ま
す

が
、
こ
の
店
舗
の
一
部
を
学
生
た
ち
に
経

営
し
て
も
ら
い
、
活
性
化
策
の
提
案
を
し

て
も
ら
う
こ
と
や
、
佐
渡
に
は
能
舞
台
が

多
く
あ
り
ま
す
が
、
能
の
研
究
に
集
落
セ

ン
タ
ー
を
利
用
し
た
り
、
鬼
太
鼓
を
テ
ー

マ
と
し
た
取
組
み
も
あ
り
ま
し
た
。
交
流

人
口
の
増
加
を
図
り
、
佐
渡
の
魅
力
を
伝

え
た
い
。
佐
渡
の
芸
能
を
継
続
的
に
残
す

こ
と
に
も
繋
が
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

ご
意
見
ご
要
望

　
　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

平
成
21
年
度　

市
長
と
の
ミ
ニ
対
話
集
会

　

市
民
の
皆
さ
ま
と
直
接
対
話
し
、日
頃
か
ら
感
じ
ら
れ
て
い
る
行
政
へ
の
要
望
、ご
意
見

を
い
た
だ
く
こ
と
で
、市
政
に
反
映
し
て
い
く
た
め
の「
市
長
と
の
ミ
ニ
対
話
集
会
」を
開

催
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。21
年
度
に
お
い
て
、市
内
18
団
体
、６
２
９
人
の
方
々
か
ら
ご
参
加

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
、き
め
細
か
な
市
民
対
話
の
積
み
重
ね
を
続
け
、市
民
参
加
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。今
回
会
場
で
い
た
だ
き
ま
し
た
ご
意
見
の一部
を
紹
介

し
ま
す
。
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Q�　

佐
渡
市
で
は
議
会
と
も
協
力
し
て
佐
渡

空
港
の
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
聞
い

て
い
ま
す
。
佐
渡
に
と
っ
て
な
く
て
は
な

ら
な
い
飛
行
場
で
す
。
い
ろ
い
ろ
な
問
題

も
あ
る
と
は
思
い
ま
す
が
、
飛
行
場
が
で

き
る
よ
う
努
力
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

A�　

飛
行
場
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
い
ろ
い

ろ
な
方
か
ら
ご
意
見
、
ご
要
望
を
い
た
だ

き
ま
す
。
ま
た
新
聞
等
で
の
情
報
が
先
行

し
て
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
う
ま
く
情
報
が

伝
わ
ら
な
い
こ
と
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

佐
渡
空
港
は
長
年
の
悲
願
で
も
あ
り
ま
し

た
。
飛
行
場
は
財
政
圧
迫
に
繋
が
る
と
言

わ
れ
る
方
も
お
ら
れ
ま
す
が
、
企
業
誘
致

に
あ
た
っ
て
は
、
安
定
し
た
物
資
輸
送
手

段
の
確
保
が
必
要
で
、
冬
期
間
に
欠
航
の

あ
る
航
路
だ
け
で
は
不
十
分
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
医
師
の
確
保
も
重
要
で
、

現
在
市
内
に
麻
酔
医
が
い
な
い
た
め
に
大

き
な
手
術
は
、
島
外
か
ら
の
手
配
が
必
要

で
す
。
万
一
手
配
が
で
き
て
も
船
が
欠
航

す
れ
ば
手
術
も
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
ま

た
以
前
は
佐
渡
出
身
の
医
師
が
多
く
い
ま

し
た
が
、
現
在
は
全
国
か
ら
島
に
来
て
い

ま
す
。
優
秀
な
医
師
の
確
保
に
は
、
定
期

的
・
安
定
的
に
島
外
と
の
往
来
が
で
き
る

環
境
が
必
要
で
す
。
能
登
地
震
の
と
き
に

は
、
空
港
が
あ
っ
た
た
め
に
物
資
輸
送
が

で
き
た
と
聞
き
ま
し
た
。
空
港
が
で
き
る

こ
と
で
観
光
面
が
潤
う
と
い
う
こ
と
の
ほ

か
、
市
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
生
活
の

確
保
も
重
要
で
す
。
私
た
ち
は
将
来
の
佐

渡
市
を
担
う
若
者
の
た
め
に
も
、
で
き
る

だ
け
の
こ
と
を
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と

思
い
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

Q�　

佐
渡
病
院
の
建
設
が
始
ま
っ
た
と
聞

く
。
ど
の
よ
う
な
病
院
に
な
る
の
か
教
え

て
く
だ
さ
い
。

A�　

佐
渡
病
院
の
建
設
は
、
昨
年
11
月
か
ら

始
ま
り
ま
し
た
。
建
設
場
所
は
現
在
の
金

井
小
学
校
の
あ
た
り
に
な
る
た
め
、
金
井

小
学
校
を
旧
女
子
高
校
の
と
こ
ろ
へ
動
か

し
て
建
設
し
ま
す
。
建
物
は
地
上
７
階
建

て
で
、
診
療
科
目
は
22
科
、
ベ
ッ
ド
数
は

３
５
４
床
の
予
定
で
す
。
ま
た
放
射
線
治

療
も
可
能
に
な
り
ま
す
。
従
来
新
潟
の
病

院
に
救
急
搬
送
が
必
要
な
患
者
は
、
佐
渡

空
港
か
ら
ヘ
リ
で
搬
送
し
て
い
ま
し
た

が
、
今
回
病
院
の
屋
上
に
ヘ
リ
ポ
ー
ト
が

で
き
ま
す
の
で
、
佐
渡
病
院
か
ら
直
接
搬

送
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
さ
ら

に
、
県
で
は
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
導
入
も
計

画
し
て
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
ら
の
連
携
も

考
え
ら
れ
、
病
院
と
し
て
の
機
能
が
充
実

し
ま
す
。

Q�　

合
併
し
て
よ
か
っ
た
と
言
う
集
落
は
あ

り
ま
す
か
。

A�　

市
民
へ
の
説
明
不
足
を
感
じ
ま
す
。
旧

市
町
村
会
で
は
物
事
の
決
定
に
大
変
だ
っ

た
け
れ
ど
、
佐
渡
市
と
し
て
思
い
切
っ
た

対
応
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
例

え
ば
、
佐
渡
病
院
の
建
設
や
、
消
防
署
の

分
遣
署
の
整
備
・
救
急
救
命
士
の
配
置
な

ど
は
市
に
な
っ
て
で
き
た
こ
と
で
す
。
身

近
な
問
題
で
は
、
携
帯
電
話
の
不
感
地
域

の
解
消
も
ひ
と
つ
の
事
例
で
す
。
市
民
の

皆
さ
ま
の
生
活
を
守
る
こ
と
に
力
を
入
れ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Q�　

温
泉
施
設
を
民
間
に
譲
渡
し
よ
う
と
す

る
動
き
が
あ
る
。
施
設
は
市
民
の
憩
い
の

場
で
あ
る
の
で
、
続
け
て
ほ
し
い
。

A�　

民
間
に
施
設
を
譲
渡
す
る
こ
と
で
事
務

を
進
め
て
い
ま
す
が
、
施
設
運
営
は
こ
の

ま
ま
続
け
ま
す
。
た
だ
運
営
を
す
る
主
体

が
変
わ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
行
政
よ
り

民
間
の
ほ
う
が
、
よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス
が

で
き
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
運
営
は
続
け
る

が
、
経
営
者
が
変
わ
る
と
お
考
え
く
だ
さ

い
。

○
そ
の
他
の
質
問
事
項

下
水
道
計
画
／
道
路
整
備
／
国
道
バ
イ
パ

ス
／
農
業
・
畜
産
農
家
の
経
営
／
東
部
ほ

場
整
備
／
防
災
無
線
、
オ
フ
ト
ー
ク
通
信

／
学
校
統
合
／
携
帯
電
話
の
不
感
地
域
／

高
齢
者
の
バ
ス
／
年
金
／
道
路
の
プ
ラ
ン

タ
ー
／
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
／
ト
キ
放
鳥
／
中

山
間
地
直
接
支
払
制
度
／
ス
ポ
ー
ツ
関
係

施
設
使
用
料
／
松
ヶ
崎
ト
ン
ネ
ル
／
海
水

浴
場
／
白
雲
台
／
小
倉
ダ
ム
／
霊
柩
車
／

佐
渡
汽
船
／
街
路
灯
／
地
域
の
予
算
／
ト

キ
の
エ
サ
／
消
防
署
／
泉
・
中
興
の
交
差

点
／
若
者
の
就
職
対
策
、
企
業
誘
致
／
保

育
園
／
市
立
病
院
／
文
化
会
館
／
新
潟
交

通
バ
ス
／
支
所
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
／
認
証
米
／
林
道
／
お
け
さ
柿
／
将

来
ビ
ジ
ョ
ン
／
市
役
所
組
織
の
再
編
／

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
／
棚
田
経
営
／
山
野
草

／
エ
コ
ポ
イ
ン
ト　

な
ど
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※　「担当課」の（　　　）は、平成 21年度までの課名です。

県から佐渡市に権限移譲される事務 佐渡市が行う内容（主なもの） 担当課 連絡先
精神障害者保健福祉手帳に関する事務
※これまでどおり申請・交付の窓口は佐渡市役所です

認定および交付、精神障害者福祉手帳に
かかる２年ごとの認定、返還の受理など

社会福祉課 63-5113身体障害者相談員への委託による相談・指導に
関する事務

相談員の任命、相談員の活動状況報告の
受理など

知的障害者相談員への委託による相談・指導に
関する事務

相談員の任命、相談員の活動状況報告の
受理など

地域密着型特別養護老人ホームの設置認可等
に関する事務 届出の受理、認可など

高齢福祉課 63-3790

老人デイサービスセンター等の設置届の受理等
に関する事務 届出の受理、認可など

老人居宅生活支援事業の開始届の受理等に関
する事務 届出の受理、認可など

指定居宅サービス事業者の指定等に関する事務 指定、指定の更新、届出の受理、勧告など
軽費老人ホームの設置届の受理等に関する事務 届出の受理、施設の設置の許可など
老人福祉センター、隣保事業の開始届の受理等
に関する事務 届出の受理、報告の徴収および調査など

未熟児養育医療の給付等に関する事務 養育医療の給付の申請に係る書類の受
理、養育医療券の交付など

市民生活課  健康推進室
（健康推進課） 63-3115

農業振興地域制度に関する事務 農用地区域内における開発行為の許可、
必要な措置を講ずべき旨の勧告など

農林水産課
（農業振興課） 63-5117

家庭用品品質表示法に関する事務
（指示に従わない業者の公表）

家庭用商品の品質表示義務に従わない業
者の公表など

総務課  市民相談室
（商工課） 57-8143

中小小売商業振興法の高度化事業計画に関す
る事務

商店街整備計画の認定、店舗集団化計画
の認定、共同店舗等整備計画の認定、商
店街整備等支援計画など

観光商工課（商工課） 63-3791

屋外広告物に関する事務
（違反簡易広告物の除却）

違反簡易広告物の除却、除却した広告物
の保管、廃棄など

建設課 63-5118

特定優良賃貸住宅の供給計画の認定等に関す
る事務

供給計画の認定、認定計画の変更の認
定、計画の認定の取消しなど

高齢者向け優良賃貸住宅の供給計画の認定等
に関する事務

供給計画の認定、認定計画の変更の認
定、計画の認定の取消しなど

住宅地区改良地区内における建築行為許可等に
関する事務
※��現在、市内において住宅地区改良地区の指定はあり
ません

建築行為の許可、意見の聴取など

宅地造成工事規制区域の指定等に関する事務
※�現在、市内において宅地造成工事規制区域の指定
はありません

宅地造成工事規制区域の指定、規制区域
の公示、報告および通知、変更の届出の受
理、工事の届出の受理など

被災市街地復興推進地域内における建築行為
等の許可事務
※�現在、市内において被災市街地復興推進地域は指
定はありません

建築行為の許可、措置の実施および公告
など

専用水道に関する事務 専用水道の布設工事をしようとする者に対
しての確認、給水開始前の届出の受理など 上下水道課（水道課） 55-3173

農地等の賃貸借の解約等に関する事務 農地等の賃貸借の解約の許可、立入調査など 農業委員会 63-5115

火薬類取締法に関する事務（煙火の消費許可） 煙火の消費の許可、許可の取消し、立入検
査、質問および煙火の収去など 消防本部予防課 51-0123

　県から佐渡市への事務・権限の移譲により、平成22年4月1日から、住民・事業所の皆さまからの届出先などが、次のと
おり変更となります。窓口が県から佐渡市になる場合がありますので、ご注意ください。
　詳しくは、次の一覧の各担当課までお問い合わせください。

◆お問い合わせ　市役所総務課（行政係）☎63－3111

申請などの窓口が一部変更になります
～県から佐渡市への権限移譲に関するお知らせ～



➡

　

通
院
者
や
高
齢
者
の
外
出
支
援
と
公
共

交
通
の
利
用
促
進
の
た
め
、
路
線
バ
ス
の

内
海
府
線
と
東
海
岸
線
の
一
部
の
ダ
イ
ヤ

に
お
い
て
、
両
津
病
院
前
ま
で
バ
ス
が
運

行
し
ま
す
。

　

病
院
へ
の
利
便
性
向
上
を
図
る
社
会
実

験
と
し
て
実
施
す
る
も
の
で
す
。
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

◆
新
た
に
バ
ス
が
運
行
す
る
区
間　

　

市
道
両
津
幹
線
３
号
線
に
お
い
て
、

主
要
地
方
道
佐
渡
一
周
線
と
接
続
す
る

区
間
か
ら
佐
渡
市
立
両
津
病
院
ま
で
の

区
間
（
地
図
参
照
）

◆
運
行
開
始
日　

　

平
成
22
年
４
月
１
日
か
ら

◆
予
定
運
行
時
間
（
両
津
病
院
バ
ス
停
）

　

詳
細
な
時
刻
は
、
新
潟
交
通
佐
渡
㈱
発

行
の
島
内
バ
ス
時
刻
表
で
３
月
下
旬
に
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

◎
内
海
府
線

　

両
津
行
き　

　

午
前
７
時
台
・
午
前
10
時
台

　

真
更
川
行
き　

　

午
後
０
時
台
・
午
後
３
時
台

◎
東
海
岸
線

　

両
津
行
き

　

午
前
７
時
台
・
午
前
９
時
台

　

岩
首
行
き

　

午
後
０
時
台
・
午
後
３
時
台

※�

こ
の
時
間
帯
は
、
両
津
病
院
ま
で
バ
ス
が

運
行
さ
れ
ま
す
の
で
、
特
に
交
差
点
付
近

の
駐
車
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

　

４
月
か
ら
、
75
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
し
た

路
線
バ
ス
割
引
実
験
の
利
用
方
法
が
変
わ
り
ま

す
。

　

現
在
お
使
い
の
利
用
証
と
バ
ス
割
引
券
は
、

４
月
か
ら
は
使
え
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

※
月
の
利
用
枚
数
と
料
金
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

※�

対
象
者
の
方
に
は
、
３
月
中
旬
に
あ
ら
た
め
て
詳

細
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※�

市
役
所
の
連
絡
所
で
は
、利
用
証
と
バ
ス
補
助
券
の

即
日
発
行
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、お

早
め
に
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

　

市
役
所
交
通
政
策
課　

☎
63
―
３
１
８
４

　
　
　
　

社
会
福
祉
課　

☎
63
―
５
１
１
３

　
　
　
　

高
齢
福
祉
課　

☎
63
―
３
７
９
０

　

新
潟
交
通
佐
渡
株
式
会
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
57
―
２
１
２
１

4月から
両津病院まで
路線バスが運行！

お問い合わせ�
市役所交通政策課（生活路線係）�

☎ 63－ 3184

4月から 
路線バス割引実験
（75歳以上

の方が対象）の 
利用方法が 
変更になります

7

現　

在

サービスの利用方法

社会実験

350

夷保育園

バス停

佐渡市立
両津病院

←至金井

↑
至
二
つ
亀
（
佐
渡
一
周
線
）

（両津幹線 3号線）

至水津↓

夷二ノ町

①対象者に利用証を郵送
　　　　　➡
②�利用する場合には、バス割引券を新潟交通佐
渡㈱各営業所・案内所で事前に購入

　　　　　➡
③�バスを降りるときに、利用証を提示し、バス割
引券を運賃箱に入れる

①対象者に申請書を郵送
　　　　　➡
②�利用する場合には、市役所本庁・各支所・行
政サービスセンター・連絡所、または新潟交
通佐渡㈱各営業所・案
内所へ申請書を提出（申
請時に現金は不要）する
と、利用証とバス補助券
が交付されます

　　　　　➡
③�バスを降りると
き利用証を提示
し、バス補助券
と運賃200円を
運賃箱に入れる

４
月
か
ら

○○123
佐　渡　太　郎 011500

22 4 10

運賃箱
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国
保
の
届
出
が
遅
れ
る
と

加�

入
の
届
出
が
遅
れ
る
と
…
国
保
の
資
格
が

発
生
し
た
月
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
国
保
税
を

納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。ま
た
、保
険

証
が
な
い
期
間
の
医
療
費
は
いっ
た
ん
全
額

自
己
負
担
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

や�

め
る
届
出
が
遅
れ
る
と 

…
資
格
が
な
く

な
っ
た
の
に
国
保
の
保
険
証
を
使
っ
て
受
診

さ
れ
た
場
合
、国
保
が
負
担
し
た
医
療
費

を
後
で
返
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。

退
職
医
療
制
度
に
つ
い
て

　

会
社
な
ど
を
退
職
し
て
、
年
金
（
厚
生

年
金
な
ど
）
を
受
け
ら
れ
る
65
歳
未
満
の
方

と
そ
の
被
扶
養
者
は
「
退
職
者
医
療
制
度
」

で
医
療
を
受
け
ま
す
。
対
象
と
な
る
の
は
、

次
の
条
件
す
べ
て
に
当
て
は
ま
る
退
職
被
保

険
者
本
人
と
そ
の
被
扶
養
者
で
す
。

本
人

・
国
保
に
加
入
し
て
い
る
65
歳
未
満
の
方

・�

厚
生
年
金
や
各
種
共
済
組
合
な
ど
の
年
金

を
受
け
ら
れ
る
方
で
、
そ
の
加
入
期
間
が

20
年
以
上
、
も
し
く
は
40
歳
以
降
に
10
年

以
上
あ
る
方

被�
扶
養
者　

退
職
被
保
険
者
と
生
活
を
共
に

し
、
主
に
退
職
被
保
険
者
の
収
入
で
生
計

を
維
持
し
て
い
る
次
の
方

・�

退
職
被
保
険
者
の
直
系
尊
属
、配
偶
者
（
内

縁
も
含
む
）、
三
親
等
以
内
の
親
族
、
配

偶
者
の
父
母
と
子

・
国
保
に
加
入
し
て
い
る
65
歳
未
満
の
方

・�

年
間
の
収
入
が
１
３
０
万
円（
60
歳
以
上
の

人
や
障
が
い
者
は
１
８
０
万
円
）未
満
の
方

　

退
職
医
療
制
度
は
、
本
人
の
自
己
負
担
と

保
険
税
の
ほ
か
、
職
場
の
健
康
保
険
な
ど
か

ら
の
拠
出
金
が
財
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。
退

職
医
療
制
度
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
の
に
届

出
が
な
い
と
、
本
来
は
健
康
保
険
な
ど
か
ら

の
拠
出
金
が
負
担
す
る
医
療
費
分
ま
で
国
保

が
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
み
な
さ
ん

の
負
担
軽
減
が
図
ら
れ
る
こ
と
に
も
つ
な
が

り
ま
す
の
で
、
対
象
と
な
っ
た
ら
担
当
窓
口

ま
で
必
ず
届
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

◇�

県
単
医
療
（
県
障
・
県
親
・
県
子
・
県

乳
・
県
老
）
受
給
者
は
、
加
入
し
て
い
る

健
康
保
険
が
変
わ
っ
た
と
き
に
届
出
が
必

要
で
す
。
担
当
窓
口
ま
で
届
出
を
し
て
く

だ
さ
い
。

・�

届
出
に
必
要
な
も
の　

県
単
受
給
者
証
、

新
し
い
保
険
証
、
印
鑑

各
種
届
出
の
際
に
、
窓
口
に
来
ら
れ
た

方
の
本
人
確
認
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
の
で
、
身
分
確
認
が
で
き
る
も
の

（
運
転
免
許
証
等
）
を
お
持
ち
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
窓
口
に
来
ら
れ
た
方
が
そ

の
世
帯
の
世
帯
主
以
外
の
方
の
場
合

は
、
委
任
状
の
添
付
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
委
任
状
に
は
世
帯
主
と
窓
口
に
来

ら
れ
た
方
の
印
鑑
が
必
要
で
す
。

お�

問
い
合
わ
せ　

市
役
所
市
民
課
（
国
保

係
）
☎
63
―
５
１
１
２　

ま
た
は
各
支

所
・
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

国
民
健
康
保
険
の
届
出
を
お
忘
れ
な
く

　

春
は
進
学
や
就
職
、
退
職
な
ど
で
転
入
転
出
を
す
る
人
が
多
い
時
期
で
す
。

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
た
り
や
め
た
り
す
る
と
き
は
届
出
が
必
要
で
す
の
で
、

世
帯
で
異
動
が
あ
っ
た
と
き
は
14
日
以
内
に
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

こんなとき 届出に必要なもの

国
保
に
加
入
す
る
と
き

他の市町村から転入してきたとき 他の市町村の転出証明書

職場の健康保険をやめたとき 職場の健康保険をやめたことを証
明するもの

職場の健康保険の被扶養者でなくなった
とき

被扶養者でなくなったことを証明
するもの

子どもが生まれたとき 印鑑

生活保護を受けなくなったとき 保護廃止決定通知書

外国籍の人が加入するとき 外国人登録証明書

国
保
を
や
め
る
と
き

他の市町村に転出するとき 保険証

職場の健康保険に加入したとき 国保と職場の健康保険の両方の
保険証（後者が未交付の場合は加
入したことを証明するもの）職場の健康保険の被扶養者になったとき

国保の被保険者が死亡したとき 保険証、印鑑

生活保護を受けるようになったとき 保険証、保護開始決定通知書

外国籍の人がやめるとき 保険証、外国人登録証明書

そ　

の　

他

市内で住所が変わったとき

保険証世帯主や氏名が変わったとき

世帯分離・合併したとき

修学のため、他の市町村に住むとき 在学証明書または学生証



　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
70

歳
～
74
歳
の
方
（
現
役
並
み
所
得
者
を

除
く
）の
医
療
費
自
己
負
担
に
つい
て
は
、

平
成
20
年
４
月
か
ら
１
割
負
担
か
ら
２

割
負
担
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
が
、

現
在
は
凍
結
措
置
に
よ
り
１
割
負
担
に

据
え
置
か
れ
て
い
ま
す
。
平
成
22
年
４

月
以
降
も
こ
の
凍
結
措
置
が
１
年
間（
平

成
23
年
３
月
31
日
ま
で
）
延
長
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
１
割
負
担
の
方
の
保
険
証
（
兼

高
齢
受
給
者
証
）
に
は
「
２
割
（
平
成

22
年
３
月
31
日
ま
で
は
１
割
）」
と
表
記

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
対
象
と
な
る
方
に

は
、
４
月
以
降
も
１
割
負
担
で
受
診
で

き
る
保
険
証
（
兼
高
齢
受
給
者
証
）
を

３
月
下
旬
に
送
付
し
ま
す
。
４
月
以
降

は
今
回
送
付
す
る
保
険
証
を
ご
使
用
く

だ
さ
い
。
な
お
、
新
し
い
保
険
証
（
兼

高
齢
受
給
者
証
）
が
届
き
ま
し
た
ら
、

現
在
お
持
ち
の
も
の
は
市
役
所
ま
た
は

お
近
く
の
各
支
所
・
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
に
返
還
し
て
く
だ
さ
い
。

　

市
で
不
用
に
な
っ
た
物
品
を
売
却
し
ま
す
。

現
物
を
よ
く
確
認
し
て
か
ら
、見
積
書
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。詳
細
に
つ
い
て
は
、実
施
要
領

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
）

参�

加
資
格　

20
歳
以
上
の
市
民
お
よ
び
法
人

で
、次
に
該
当
す
る
方
を
除
き
ま
す
。

　

�

①
破
産
者
で
復
権
を
得
な
い
方　

②
市
税

を
滞
納
し
て
い
る
方　

③
佐
渡
市
職
員

見
積
書
の
受
付
期
間

　

3
月
15
日
㈪
～
26
日
㈮　

消
印
有
効

見
積
書
の
提
出
・
実
施
要
領
配
布
場
所

市
役
所
防
災
管
財
課
、両
津
支
所
市
民
課
、

小
木
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー（
そ
の
他
の
支

所・行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
は
実
施
要
領
の

配
布
の
み
）

※�

見
積
書
に
は
最
低
売
却
価
格
以
上
の
金
額
を

記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

内
覧
会
場

見
積
書
の
受
付
期
間
中
、物
品
を
保
管
す

る
支
所・行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
確
認
で

き
ま
す
。事
前
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

開
札
日
時
・
場
所

３
月
29
日
㈪　

市
役
所
防
災
管
財
課
内

物
品
の
引
渡
し
方
法
・日
時

見
積
額
に
消
費
税
相
当
額
を
加
算
し
た
売

買
代
金
を
納
入
後
、現
状
で
の
引
渡
し
と

し
、３
月
30
日
㈫
～
４
月
９
日
㈮
ま
で
の
間

に
搬
出
し
て
く
だ
さ
い
。

不用物品を
売却します

お問い合わせ　
市役所防災管財課（管財係）

☎63-5135

国民健康保険からのお知らせ

70歳～74歳の医療費自
己負担増の凍結措置延
長に伴う保険証（兼 高 齢

受給者証）再
交付のお知らせ

お問い合わせ�
市役所市民課（国保係）�

☎63―5112

9

「特許等無料相談会
　・知的財産講座」
　特許・商標・意匠など知的財産に関しての講
座を開催します。初心者の方でも解りやすい解
説と無料相談会をあわせて行いますので、この
機会に知的財産について学んでみませんか。
日時　３月19日㈮午後１時～４時30分
会場　金井コミュニティセンター
内容
・�午後１時～講演「�これだけは知っておきたい

知財情報の知識」
　講師　比企 修さん 
　　　（�新潟県知的所有権センター特許情報

活用支援アドバイザー）
・�午後２時～「特許・実用新案・商標・意匠」

無料相談会（定員５名）
　中村特許事務所 弁理士　中村 守さん
※参加は無料です。 
　当日、企業訪問相談の予約受付も行います。

主催　特許庁・㈳発明協会新潟県支部
後援　佐渡市・佐渡連合商工会
お問い合わせ　�㈳発明協会新潟県支部 

☎ 025―242―1175

開
催

売却予定物品
保
管
物品
番号 物品名 最低売却

価格

両
津
支
所

36-1～
36-3 ＯＡデスク 100円

37 ＯＡデスク 100円

38 パンフレットケース
（2列　26段） 100円

39 カメラ 100円
40 カメラ 100円
41 カメラ交換レンズ 100円
42 カメラ 100円
43 防水カメラケース 100円
44-1、
44-2

平型図面庫
（コクヨ　5段） 100円

45 ファイリングキャビネット 100円

小
木
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

46-1～
46-11 事務机（プラス）・椅子 100円

47 応接セット 1,000円
48 天板付き収納庫 100円
49-1、
49-2 天板付き収納庫 100円

50-1
～50-
10

脇机（引出し3段） 100円

51 卓上煙草セット（ライ
ター・灰皿・煙草入れ） 100円

両津支所市民課　☎27-2111
小木行政サービスセンター　☎86-3111
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「
レ
ジ
袋
ゼ
ロ
運
動
」に
、19
店
が
協
力
店

と
し
て
追
加
さ
れ
ま
し
た

　

平
成
21
年
４
月
１
日
か
ら「
佐
渡
市
レ
ジ
袋

有
料
化
等
の
取
組
に
関
す
る
条
例
」が
施
行
さ

れ
、市・市
民・事
業
所
の
役
割
が
明
記
さ
れ
ま

し
た
。そ
の
中
で
、昨
年
９
月
か
ら
の
市
内
セ
ー

ブ
オ
ン
全
店（
９
店
舗
）に
加
え
、市
内
の
事
業

所・小
売
店
な
ど
19
店
が
、１
月
４
日
か
ら「
レ

ジ
袋
ゼ
ロ
運
動
」の
協
力
店
と
な
り
有
料
化
を

実
施
し
、レ
ジ
袋
の
使
用
を
抑
制
す
る
取
組
を

行
って
い
ま
す
。

　
「
レ
ジ
袋
ゼ
ロ
運
動
」協
力
店
の
う
ち
、ス
ー

パ
ー
や
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
前
年
度
中
の

マ
イ
バ
ッ
グ
持
参
率
の
調
査
で
は
、88
％
で
し

た
。ま
た
、マ
イ
バッ
グ
キ
ャ
ンペ
ー
ン
の
店
頭
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査（
買
い
物
客
３
０
０
人
抽
出
）で
も

「
毎
回
マ
イ
バ
ッ
グ
を
持
参
す
る
」「
ほ
と
ん
ど

マ
イ
バ
ッ
グ
を
持
参
す
る
」と
回
答
し
た
市
民

が
９
割
を
超
え
、レ
ジ
袋
削
減
の
取
組
が
市
民

に
浸
透
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
各
事
業
所（
店
）が
行
う
レ
ジ
袋
削

減
の
取
組
に
協
力
し
て
、市
、市
民
、事
業
所
の

協
働
に
よ
り
、ご
み
の
減
量
と
二
酸
化
炭
素
の

排
出
を
抑
制
し
、「
環
境
に
や
さ
し
い
し
島
づ

く
り
」を
め
ざ
し
ま
し
ょ
う
。

　

平
成
21
年
度
新
規
に「
レ
ジ
袋
ゼ
ロ
運
動
」

協
力
店
と
な
っ
た
事
業
所（
店
）を
公
表
し
ま

す
。

○�

両
津
地
区（
７
店
）　

セ
ー
ブ
オ
ン
両
津
店

（
加
茂
歌
代
）／
セ
ー
ブ
オ
ン
原
黒
店（
原

黒
）／（
資
）奥
野
商
会（
両
津
湊
）／
中
沢

仲
助
商
店（
両
津
夷
）／
本
間
権
兵
衛
商
店

（
下
久
知
）／
野
口
商
店（
椎
泊
）／
丸
伊

商
店（
水
津
）

○�

相
川
地
区（
３
店
）　

セ
ー
ブ
オ
ン
相
川
店

（
相
川
新
浜
町
）／
Ｊ
Ａ
戸
地
店（
戸
地
）

／
恵
比
須
屋
商
店（
石
花
）

○�

国
中（
佐
和
田
、金
井
、新
穂
、畑
野
、真

野
）地
区（
16
店
）　

セ
ー
ブ
オ
ン
佐
和
田
店

（
中
原
）／
本
多
商
店（
河
原
田
諏
訪
町
）

／
若
松
屋
商
店（
窪
田
）／
萬
屋
商
店（
窪

田
）／
ま
る
ほ
ん
商
店（
沢
根
町
）／
清
水

商
店（
沢
根
）／
佐
和
田
Ｊ
Ａ
店
舗
受
託
組

合
沢
根
店（
沢
根
篭
町
）／
壽
屋
商
店（
八

幡
町
）／
セ
ー
ブ
オ
ン
金
井
店（
千
種
）／

セ
ー
ブ
オ
ン
中
興
店（
中
興
）／
神
蔵
商
店

（
吉
井
）／
渡
辺
商
店（
吉
井
）／
Ｊ
Ａ
佐

渡
吉
井
店（
吉
井
）／（
資
）山
本
佐
平
商
店

（
新
穂
）／
セ
ー
ブ
オ
ン
畑
野
店（
栗
野
江
）

／
セ
ー
ブ
オ
ン
真
野
店（
吉
岡
）

○�

南
部（
小
木
、羽
茂
、赤
泊
）地
区（
２
店
）

セ
ー
ブ
オ
ン
羽
茂
店（
羽
茂
本
郷
）／
藤
井

精
肉
店（
羽
茂
本
郷
）

　

も
う
一
度
、納
税
通
知
書
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。納
め
忘
れ
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

至
急
、納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

市
税
は
、
自
主
的
に
納
期
限
ま
で
に
納
め

て
い
た
だ
く
も
の
で
、
一
人
ひ
と
り
の
納
税

が
市
民
生
活
を
支
え
て
い
ま
す
。

　

市
税
の
納
付
を
忘
れ
て
、
納
期
限
を
過
ぎ

て
も
納
め
て
い
た
だ
け
な
い
場
合
は
、
督
促

状
に
よ
り
納
付
を
促
す
ほ
か
、
電
話
や
文
書

に
よ
る
催
告
を
行
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
も
納
め
て
い
た
だ
け
な
い
方
は
、

納
期
限
内
に
納
付
し
た
人
と
の
公
平
性
確
保

の
た
め
に
も
、
本
来
納
め
る
べ
き
税
額
の
他

に
延
滞
金
も
併
せ
て
納
付
す
る
こ
と
に
な
っ

た
り
、
差
押
な
ど
の
滞
納
処
分
を
受
け
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

夜
間
・
休
日
納
税
相
談
窓
口
を
開
設

　

や
む
を
得
な
い
事
情
な
ど
で
市
税
を
一
度

に
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
方
は
、
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

日
時　
　

・
３
月
17
日
㈬
、
18
日
㈭
、
19
日
㈮

　
　
　

午
後
５
時
30
分
～
７
時
30
分

・
３
月
20
日
㈯
、21
日
㈰
、22
日（
月
・
祝
）

　
　
　

午
前
9
時
～
午
後
５
時

・
３
月
23
日
㈫
、
24
日
㈬
、
25
日
㈭

　
　
　

午
後
５
時
30
分
～
７
時
30
分

場
所　

市
役
所
本
庁　

税
務
課

便
利
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

口
座
振
替
は
、
納
期
ご
と
に
市
税
な
ど
を

金
融
機
関
や
市
役
所
に
出
向
い
て
納
付
す
る

手
間
を
省
き
、
ご
自
身
の
預
金
口
座
か
ら
自

動
的
に
納
付
で
き
ま
す
の
で
納
め
忘
れ
も
あ

り
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

手
続
は
、
ご
利
用
の
金
融
機
関
窓
口
に
通

帳
と
お
届
け
印
を
持
参
の
上
、
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

市税の納め忘れは
ありませんか？

お問い合わせ　　
市役所税務課（収納対策係）

☎63－5110

｢レジ袋ゼロ運動｣協力店

220店舗に！
～セーブオン９店に加え、
レジ袋有料化の取組を実施～

お問い合わせ
市役所廃棄物対策課

☎63-5140



佐
渡
市
立
小
村
小
学
校

　

小
村
囃
子
と
能
は
、地
域
と
結
び
つ
い
た

小
村
小
の
代
表
的
な
活
動
で
す
。

　

晴
天
に
恵
ま
れ
た
羽
茂
祭
り
。小
村
小
最

後
の
御
輿
と
小
村
囃
子
を
披
露
し
ま
し
た
。

う
ち
わ
の
子
た
ち
は
沿
道
の
皆
さ
ん
に
、幸
せ

の
風
を
一
生
懸
命
お
く
っ
て
い
ま
し
た
。歯
切

れ
の
よ
い
か
け
声
と
篠
笛
や
太
鼓
等
の
演
奏

で
、元
気
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま

す
。

　

草
苅
神
社
能
舞
台
で
は
小
村
小
と
し
て

能
舞
台
で
演
じ
る
最
後
の
能（
仕
舞
と
謡
）。

演
目
は「
羽
衣
」と「
葛
城
」。多
く
の
観
客

の
他
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
や
佐
渡
テ
レ
ビ
の
取
材
も
入
り

ま
し
た
が
、子

ど
も
た
ち
は
、

「
緊
張
は
し
て

い
ま
す
が
チ
ャ

ン
ス
で
も
あ
り

ま
す
。」と
し
っ

か
り
演
じ
、成

長
の
跡
を
見

せ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た

ち
に
は
難
し

い
と
思
わ
れ

る
能
で
す
が
、

「
昔
の
人
み

た
い
で
か
っ
こ

い
い
。
」「
舞

の
静
か
な
と

こ
ろ
に
ひ
か

れ
る
。」「
舞

が
美
し
い
。」

「
６
０
０
～

７
０
０
年
も

前
に
や
っ
て
い
た
も
の
を
伝
え
て
い
る
と
思
う

と
、う
れ
し
い
気
持
ち
に
な
る
。」な
ど
、大
人

が
考
え
る
以
上
の
感
性
が
、子
ど
も
た
ち
に

は
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

　

平
成
５
年
度
か
ら
、地
域
を
生
か
し
た
取

組
に
よ
り
地
域
の
す
ば
ら
し
さ
を
子
ど
も
た

ち
に
伝
え
た
い
、と
の
思
い
で
始
め
ら
れ
た
小

村
小
の
能
も
、閉
校
と
と
も
に
終
わ
り
ま
す
。

能
の
体
験
や
能
を
通
じ
て
の
人
と
の
か
か
わ

り
が
、子
ど
も
た
ち
の
人
生
に
少
し
で
も
潤
い

を
与
え
、役
立
つ
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

全
員
が
兄
弟
姉
妹
の
よ
う
な
ア
ッ
ト
ホ
ー

ム
な
人
間
関
係
の
小
村
小
。学
年
を
越
え
た

磨
き
合
い
が
行
わ
れ
た
小
村
小
。小
村
囃
子

や
能
だ
け
で
な
く
、学
校
生
活
の
全
て
が
、

子
ど
も
た
ち
の
心
の
原
風
景
と
な
る
こ
と
で

し
ょ
う
。４
月
か
ら
新
し
い
環
境
の
も
と
、さ

ら
に
大
き
く
飛
躍
す
る
こ
と
を
祈
念
し
て
い

ま
す
。

◆
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
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題
字　

渡
邉
剛
忠
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本
年
度
も
数
多
く
の
姉
妹
都
市
交
流
が
行

わ
れ
、
入
間
市
・
国
分
寺
市
と
の
友
好
の
輪

が
広
が
り
ま
し
た
。

４
月
～
６
月

・�「
芸
能
・
自
然
・
歴
史
の
旅
ｉ
ｎ
佐
渡
」

で
入
間
市
国
際
交
流
協
会
が
佐
渡
市
来
訪

・�

入
間
市
藤
沢
獅
子
舞
保
存
会
が
佐
渡
小
獅

子
舞
サ
ミ
ッ
ト
参
加

７
月
～
９
月　

・�

入
間
市
議
会
が
佐
渡
市
来
訪

・�

佐
渡
市
が
入
間
市
・
国
分
寺
市
の
小
・
中

学
生
に
友
好
交
流
パ
ス
進
呈

・�

前
浜
中
学
校
が
入
間
市
訪
問

・�

国
分
寺
市
の
小
・
中
学
生
と
体
育
指
導
員

が
ジ
ュ
ニ
ア
サ
マ
ー
野
外
活
動
交
流
会
の

た
め
佐
渡
市
来
訪

・�
国
分
寺
市
水
泳
同
好
会
が
遠
泳
交
流
の
た

め
佐
渡
市
来
訪

・�

佐
渡
市
が
入
間
市
防
災
訓
練
炊
き
出
し
用

白
米
１
０
０
ｋ
ｇ
進
呈

・�

佐
渡
市
防
災
訓
練
用
に
入
間
市
か
ら
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
お
茶
６
０
０
本
、
国
分
寺
市
か

ら
ア
ル
フ
ァ
米
６
０
０
食
受
納

・�

介
護
保
険
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
国
分
寺
が
佐
渡

市
来
訪

10
月
～
12
月

・�

国
分
寺
市
商
工
会
青
年
部
が
佐
渡
市
来
訪

・�

㈳
入
間
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
佐

渡
市
来
訪
（
２
回
）

・�

入
間
市
陸
上
競
技
協
会
が
両
津
駅
伝
競
走

大
会
参
加

・�

入
間
市
西
武
体
育
協
会
が
佐
渡
市
来
訪

・�

な
ぎ
さ
会
と
佐
渡
赤
泊
鬼
の
会
が
入
間
万

燈
ま
つ
り
参
加

・�

入
間
万
燈
ま
つ
り
で
佐
渡
物
産
展
開
催

・�

杉
野
浦
獅
子
保
存
会
が
国
分
寺
ま
つ
り
参

加
・�

国
分
寺
ま
つ
り
で
佐
渡
物
産
展
開
催

・�

両
津
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
と
金
井

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
が
入
間
市
訪
問

・�

入
間
市
と
写
真
作
品
、
小
・
中
学
生
絵
画

作
品
交
換
展
示
（
7
月
〜
11
月
）

・�

佐
渡
市
が
国
分
寺
市
災
害
備
蓄
米
用
玄
米

３
０
０
㎏
進
呈

・�

両
津
マ
ラ
ソ
ン
ク
ラ
ブ
が
入
間
市
民
駅
伝

参
加

お
問
い
合
わ
せ　

市
役
所
企
画
振
興
課
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姉妹都市を 
たずねて

平成21年度 

入間市、国分寺市との 
主な事業

国分寺市とのジュニアサマー 
野外活動交流会



世
界
遺
産
登
録
に
向
け
て「
佐
渡
市
歴
史
的
建

造
物
悉
皆
調
査
⑫

」

○ 

勝
し
ょ
う

廣こ
う

寺じ

（
両
津
湊
）

　

勝
廣
寺
は
、
天
正
元
年
（
１
５
７
３
）
に

出
羽
国
（
現
秋
田
県
）
浄

じ
ょ
う

願が
ん

寺じ

の
僧
道ど

う

受じ
ゅ

と

門
徒
６
人
が
布
教
の
た
め
佐
渡
に
渡
り
、
両

津
地
内
に
浄
土
真
宗
の
道
場
を
建
て
た
の
が

始
ま
り
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
寺
は
佐
渡
の

鉱
山
と
関
係
が
深
く
、
新
穂
銀
山
や
鶴
子
銀

山
な
ど
、
島
内
各
地
を
転
々
と
し
な
が
ら
布

教
活
動
に
努
め
、
元
和
10
年
（
１
６
２
４
）
に

現
在
の
湊
の
地
に
移
り
ま
し
た
。
新
穂
と
野

浦
に
は
、
今
も
勝
廣
寺
檀
家
と
道
場
が
存
在

し
、
当
時
の
名
残
り
を
今
に
伝
え
て
い
ま
す
。

本
堂
は
元
禄
14
年
（
１
７
０
１
）
の
再
建
で
、

三
連
横
並
び
の
内
陣
や
細
い
水
平
材
と
い
っ

た
、
江
戸
中
期
の
浄
土
真
宗
寺
院
建
築
の
要

素
が
よ
く
残
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
山
門

は
享
保
８
年

（
１
７
２
３
）

の
建
立
と
伝

え
ら
れ
、
古

風
な
妻
飾
り

の
デ
ザ
イ
ン
が

印
象
的
で
す
。

○ 

利り

　さ
い済
庵あ

ん

（
椿
）

　

利
済
庵
は
、応
永
年
間（
１
３
９
４
～

１
４
２
８
）の
創
立
と
さ
れ
る
曹
洞
宗
寺
院
で
、

吉
住
の
地
を
治
め
て
い
た
本
間
山
城
守
の
後
室

で
あ
る
妙

み
ょ
う

義ぎ

尼に

が
、夫
亡
き
後
、

そ
の
冥
福
を
祈

る
た
め
に
開
基

し
た
と
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。寺

に
は
、夫
本
間

山
城
守
が
妻
妙

義
尼
に
宛
て
た

相
続
に
関
す
る
譲
り
状
な
ど
、中
世
に
遡
る
貴

重
な
古
文
書
類
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
堂
は
、弘
化
４
年（
１
８
４
７
）の
再
建
で
、

桁
行
10
間・梁
間
８
間
と
い
う
大
規
模
な
造
り

と
な
っ
て
い
ま
す
。堂
内
の
彫
り
物
も
豪
華
で
、

裏
に
は
佐
渡
奉
行
所
や
島
内
の
寺
社
建
築
に

た
ず
さ
わ
っ
た「
長な

が

坂さ
か

番ば
ん

匠じ
ょ
う」と
よ
ば
れ
る
相

川
長
坂
町
の
大
工
の
銘
が
み
ら
れ
ま
す
。こ
の

ほ
か
、山
門・鐘
楼・庫く

裏り

な
ど
も
本
堂
と
同
時

期
の
建
築
で
、幕
末
の
頃
に一連
の
建
物
を
建
て

替
え
る
と
い
う
大
事
業
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
う

か
が
え
ま
す
。

◆�

市
役
所 

世
界
遺
産
推
進
課 
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放
鳥
ト
キ
の
写
真
を
、
パ
ソ
コ
ン
の
デ
ス

ク
ト
ッ
プ
壁
紙
と
携
帯
電
話
待
受
画
面
で
ご

利
用
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　

ト
キ
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ご
利
用
で
き
ま
す
。
写
真
は
、
ト
キ
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
チ
ー
ム
が
記
録
用
に
撮
影
し
た
写

真
で
す
。
パ
ソ
コ
ン
の
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
用

は
、
当
月
の
カ
レ
ン
ダ
ー
と
ト
キ
目
撃
情
報

専
用
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
が
入
っ
て
い
ま
す
。

ご
利
用
は
無
料
で
、
自
由
に
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。
ご
利
用
の
際
に
は
、
注
意
を

守
っ
て
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

利
用
期
間

・
平
成
23
年
３
月
末
ま
で

（�

毎
月
１
回
、
月
の
は
じ
め
頃
に
新
し
い
画

像
に
更
新
し
ま
す
）

利
用
条
件

・
使
用
料
は
無
料
で
す
。

・�

画
像
の
部
分
使
用
、
修
正
、
改
変
な
ど
は

認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
利
用
は
パ
ソ
コ
ン
の

デ
ス
ク
ト
ッ
プ
壁
紙
ま
た
は
携
帯
電
話
待

受
画
面
用
に
限
り
ま
す
。

利
用
に
あ
た
っ
て
の
注
意

・�

写
真
は
環
境
省
の
提
供
で
す
。
画
像
の
著

作
権
は
環
境
省
に
あ
り
ま
す
。

・�

パ
ソ
コ
ン
作
業
時
の
ト
ラ
ブ
ル
等
に
関
す

る
質
問
に
は
対
応
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
の
方
法

　
（
ト
キ
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
）

　
http://toki-sado.jp/fanclub/

　

ご
使
用
の
パ
ソ
コ
ン
、
携
帯
電
話
の
環
境

に
合
わ
せ
て
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

①�

画
像
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
、
大
き
な
画
像

が
出
ま
す
。

②�

大
き
な
画
像
の
上
で
右
ク
リ
ッ
ク
し
、

「
名
前
を
付
け
て
画
像
を
保
存
」

を
選
び
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
ま
す
。

（
W
i
n
d
o
w
s
の
場
合
）
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
先
は
、
使
用
さ
れ
る
パ
ソ
コ
ン
、

個
人
の
設
定
に
よ
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

　

ト
キ
交
流
会
館　

☎
24
─
６
０
４
０

ト
キ 

野
生
復
帰
に
む
け
て

放
鳥
ト
キ
の
写
真
を
パ
ソ
コ
ン
の
壁
紙
や

　
　
　
　

携
帯
電
話
の
待
受
画
面
に
使
っ
て
み
ま
せ
ん
か

利済庵本堂
両津地区

世界遺産 
出張説明いたします

　市民の皆さんが主
催する世界遺産に関す
る勉強会や現地見学会
（20名程度）などに、
世界遺産推進課職員
が出向き、お話・解説
をします。事前にお問
い合わせください。

勝廣寺本堂

携帯電話の待受画面に
どうぞ！



《休室のお知らせ》
新穂図書室は、4 月から新穂行政サー
ビスセンターに移るため下記のとおり
休室します。

3月1日～ 3月31日

図書館だより
　利用者カードをお持ちですと、来館しなくても電話で予約や相
互貸借（佐渡市の図書館以外の資料の借受）ができます。

【はじめて図書館を利用する方へ】
佐渡市にお住まいの方ならどなたでもカードが作れます。お近くの図書館・図書
室で利用登録申込書にご記入ください。その際に運転免許証や保険証など住
所の確認ができるものをお持ちください。その場でカードをご用意できます。

【貸出冊数・期間】
おひとり10点２週間まで貸出できます。
佐渡市立図書館にない本も、県立図書館や新潟大学附属図書館、そのほ
かの県内外の図書館から借り受けることができます。
◆図書館には本や新聞・雑誌以外にも次のような資料があります。
・CD・ビデオ・カセットテープ（中央図書館、真野図書館）
・佐渡市議会ビデオ・DVD（中央図書館）
・全国の電話帳（真野図書館）
・大活字本（中央図書館、真野図書館、さわた図書館、両津図書館）
・聴覚障害者用ビデオ（中央図書館）

◆新聞について（中央図書館）
・新潟日報　昭和30年から保存しています。（原紙）
・朝日新聞　縮刷版を保存しています。（昭和54年～）
・読売新聞、産経新聞、毎日新聞、日本経済新聞（3年間保存）
・スポーツニッポン（1年間保存）

利用者カードをつくってみませんか

ふしぎ花倶楽部新穂教室の皆さま
から「白雪姫と7人のこびと」と「赤
ずきんちゃん」「ハイジ」の作品を
いただきました。カウンター前に展
示してあります。ありがとうござい
ました。

13

羽
茂
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
羽
茂
地
区
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
月
23
日
・
24
日

　

羽
茂
小
学
校
体
育
館
を
会
場
に
羽
茂
ギ
ャ

ラ
リ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。羽
茂
小
学
校

の
作
品
展
と
合
同
開
催
さ
れ
、絵
画・版
画・書

道・写
真・生
花・陶
芸・短
歌・俳
句
な
ど
多
分

野
か
ら
出
品
さ
れ
ま
し
た
。日
頃
楽
し
み
な
が

ら
作
品
制
作
に
励
ん
で
い
る
グ
ル
ー
プ
や
個
人

か
ら
の
力
作
が
勢
揃
い
し
ま
し
た
。冬
空
に
も

か
か
わ
ら
ず
大
勢
の
親
子
や
家
族
連
れ
な
ど

の
見
学
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

出
展
者
の
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、こ

れ
を
機
会
に
多
く
の
学
習
仲
間
を
増
や
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ふ
れ
愛
チ
ャ
リ
テ
ィ
カ
ラ
オ
ケ
大
会

　
　
　
　
　
　
（
赤
泊
地
区
）
１
月
31
日

　

第
17
回
ふ
れ
愛
チ
ャ
リ
テ
ィ
カ
ラ
オ
ケ
大

会
が
、
赤
泊
総
合
文
化
会
館
を
会
場
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
、
住
民
相
互
の

ふ
れ
あ
い
と
融
和
を
図
り
、
収
益
金
を
社
会

福
祉
に
寄
付
す
る
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

昨
年
の
大
会
は
大
雪
に
悩
ま
さ
れ
ま
し
た

が
、
今
年
の
大
会
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
出

場
し
た
14
組
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
、
会
場

を
埋
め
尽
く
し
た
４
０
０
人
余
り
の
観
客
か

ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

生涯学習
だより

生涯学習課　☎27─4181

中央図書館　☎63-2800 BOOK
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佐渡市が環境大臣賞を受賞 
平成21
年度 「循環・共生・参加まちづくり表彰」を受賞
　 佐 渡 市は、環 境
省の平成21年度「循
環・共生・参加まちづ
くり表彰」を受賞しま
した。この表彰は、
環境省の「持続可能
な社会」の構築に向
け、地域に根ざした
持続可能なまちづくりに取り組み、顕著な功績をあげた
市町村等を対象に表彰するもので、本年度は、佐渡市を
はじめ、登米市（宮城県）小諸市（長野県）など８団体が
受賞しました。
　佐渡市においては、「人とトキが共に生きる島づくり」を
環境施策の基本とし、豊かな自然の回復や環境負荷の
少ない循環型社会の実現に取り組んできた実績が高く
評価されました。

市民環境大学修了式　２月４日
　平成21年度（第５
期）の佐渡市市民
環境大学基礎講座
修了式が行われ、
45名の受講生に髙
野市長から修了証
が授与されました。
市民環境大学は、身
近なテーマを専門的
に学び、環境についての正しい理解と活動の環が広がる
ことを目的として平成17度から開設しています。これまで
の修了生は125名を数え、地域における環境活動のリー
ダーとして活躍されています。

地元の味を堪能　まっさき食の陣　2月14日
　多田漁港（畑野）
で「まっさき食の陣」
が行われました。地
元の地域活性化グ
ループ「松夢会」が
主催し、毎年多くの人
で賑わう人気のイベ
ントです。8回目の今年は、市民約1500人が訪れ、キジそ
ばや、旬のタラを刺身やタラ汁で味わうなど、郷土の味を
堪能していました。

おわびと訂正
　2月10日発行の「市報さど2月号」に間違いがありました。
　おわびして訂正します。
2ページ「佐渡市名誉市民」　人間国宝（故）三浦小平二氏

（誤）平成９年に重要無形文化財「無名異焼」保持者（人間国宝）に認定
（正）平成９年に重要無形文化財「青磁」保持者（人間国宝）に認定

寄付のお礼
佐渡市にご寄付をいただきました。 
ありがとうございました。
●現金
・�10万円　�佐渡市母子生活支援

施設ほおずき荘の運営に役立ててほしい。�
佐渡市東大通　勤労者とその家族の暮らしに
役立つ活動を支援育成する会　様

・4万4,911円　�社会福祉に役立ててほしい。 
佐渡市沢根町　明日成路の会　様

●物品
・図書 45 冊　�小中学校の読書活動に役立ててほしい。 

新潟県三条市　臼杵千枝子　様
　なお、匿名希望の方々からも多くのご寄付をいただいて
おります。

男女共同参画事業講演会が開催されました　　1月23日
　「おとうさん・おじいちゃんへの育児のススメ」と題した
講演会が新穂のトキのむら元気館で開催され、約 90 人
が参加しました。この講演会は、男性への子育て参加を
促すことにより、男女が互いに人権を尊重しあう社会（男
女共同参画社会）の実現を目指すことを目的としています。
当日は、講師に佐渡総合病院の岡崎実先生をお迎えして、

「子育ての魅力と技」をわかり
やすく説明していただきました。
　市では今後も、男女共同参画
社会の実現に向けて取組みを
行っていきますので、皆さまのご
理解とご協力をお願いします。
お問い合わせ　市役所企画振興課　☎63―4152

トキめき新潟国体佐渡市実行委員会 
第５回（解散）総会を開催　2月17日
　トキめき新潟国体佐渡市実
行委員会の第5回総会が金井
コミュニティセンターで行われ、
57名の委員が出席しました。は
じめに、髙野宏一郎実行委員
会会長から「市民総参加で国
体を開催することができ、多くの感動が生まれ、心に残る大会と
なりました。」とあいさつがありました。事務局からは平成21年度
事業報告、収支決算報告および実行委員会の解散についての
議事が上げられ、審議の結果、全て承認されました。その後、大
会を振り返った記録映像「～佐渡市トキめきと感動の軌跡～」を
スクリーンで鑑賞し、会場が感動に包まれる中、最後は尾潟副
会長（佐渡市体育協会長）の音頭のもと出席者全員による万歳
三唱で総会は幕を閉じました。今大会の開催にあたり、準備か
らPR活動、競技会の運営まで多くの市民の皆さまにご協力い
ただき、目標であった市民総参加の大会を実現することができま
した。本当にありがとうございました。

地 域 の 話 題 を 紹 介 し ま す

講師の岡崎実先生

修了生代表　�左・田中照美さん�
中央・金子邦朗さん



福

祉

健

康

麻
し
ん
風
し
ん
予
防
接
種（
高
校

３
年
生
）を
接
種
し
ま
し
ょ
う

　

近
年
の
麻
し
ん
の
流
行
を
受
け
、
予
防
接

種
法
に
基
づ
く
麻
し
ん
風
し
ん
予
防
接
種

（
平
成
21
年
度
の
高
校
３
年
生
）
を
行
っ
て

い
ま
す
。
３
月
31
日
㈬
ま
で
に
、
委
託
医
療

機
関
で
予
約
し
て
接
種
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
料
金
は
無
料
で
す
。
（
市
で
負
担

し
て
い
ま
す
が
平
成
22
年
４
月
１
日
以
降
は

自
己
負
担
に
な
り
ま
す
） 

　

未
接
種
の
方
は
で
き
る
だ
け
早
い
接
種
を

お
勧
め
し
ま
す
。

お�

問
い
合
わ
せ　

市
役
所
健
康
推
進
課　

（
保
健
企
画
係
）　

☎
63
―
３
１
１
５

訪
問
歯
科
健
診
の
ご
案
内

　

佐
渡
保
健
所
で
は
、高
齢
や
障
が
い
が
原
因

で
体
が
不
自
由
な
た
め
に
歯
医
者
さ
ん
に
通

え
な
い
方
で
も
歯
科
保
健
の
サ
ー
ビ
ス
が
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
、佐
渡
歯
科
医
師
会
と
協

力
し
、訪
問
歯
科
健
診
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

歯
科
医
師
と
歯
科
衛
生
士
が
ご
自
宅
を

訪
問
し
、歯
科
健
診
や
歯
や
口
腔
に
関
す
る

相
談
に
応
じ
ま
す
。（
無
料
）

　

な
お
、健
診
の
結
果
、治
療
が
必
要
で
あ
る

と
診
断
さ
れ
た
場
合
に
は
、引
き
続
き
ご
自

宅
で
治
療
を
受
け
て
い
た
だ
く
こ
と
も
可
能

で
す
。（
健
康
保
険
が
適
用
さ
れ
ま
す
）

お�

申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ�

　

佐
渡
保
健
所　

☎
74
―
３
４
０
３

お

知

ら

せ

普
通
救
命
講
習
の
ご
案
内

　

佐
渡
市
消
防
本
部
で
は
心
臓
、
呼
吸
が
止

ま
っ
た
と
き
に
行
う
心
肺
蘇
生
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
と

い
う
機
械
を
使
っ
た
電
気
シ
ョッ
ク
（
除
細
動
）

等
に
つ
い
て
、
実
技
で
覚
え
て
い
た
だ
く
講
習

（
普
通
救
命
講
習
）
を
毎
月
行
って
い
ま
す
。

お
気
軽
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

３
月
の
講
習

日
時　

３
月
14
日
㈰
午
後
１
時
か
ら　

場
所　

両
津
消
防
署

定
員　

20
名
程
度

お�

申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ　

両
津
消
防
署

（
救
急
・
救
助
係
）
☎
27
―
３
５
５
５

新
星
学
園　

余
暇
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

（
無
償
）募
集

　

新
星
学
園
で
は
、
学
校
か
ら
帰
って
き
た
子

ど
も
た
ち
と一緒
に
ス
ポ
ー
ツ
や
ゲ
ー
ム
等
を
し

て
過
ご
し
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

年�

齢　

18
歳
以
上
の
方（
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
）

希
望
す
る
曜
日
と
時
間　

　

月
曜
日　

午
後
３
時
～
５
時

　

水
曜
日　

午
後
１
時
～
４
時

※�

職
員
と一緒
に
活
動
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
他
の

曜
日
や
時
間
帯
で
も
結
構
で
す
。
活
動
の
詳
細

に
つ
い
て
知
り
た
い
方
、
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方

は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

お
申
し
込
み
・
お�

問
い
合
わ
せ

　

新
星
学
園
指
導
課　

☎
22
―
２
０
４
７

県「
食
品
表
示
ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー
」募
集

　

日
常
の
買
い
物
の
機
会
等
を
利
用
し
て
食
品

表
示
の
状
況
を
確
認
し
、
県
に
情
報
を
提
供

し
て
い
た
だ
く
、
平
成
22
年
度
の
「
食
品
表

示
ウ
ォッ
チ
ャ
ー
」
を
募
集
し
ま
す
。
応
募
方

法
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対�
象　

県
内
在
住
の
20
歳
以
上
の
方
で
、
研

修
会
（
年
１
回
・
平
日
）
への
出
席
が
可
能

な
方
（
食
品
表
示
ウ
ォッ
チ
ャ
ー
経
験
者
の

方
も
可
）

募
集
人
数　

１
０
０
人

募
集
期
限　

３
月
31
日
㈬

お
申
し
込
み
・
お�
問
い
合
わ
せ

　

県
食
品
・
流
通
課

　

☎
０
２
５
―
２
８
０
―
５
７
４
３

労
働
基
準
監
督
官
採
用
試
験
の

お
知
ら
せ 

　

労
働
基
準
監
督
官
（
厚
生
労
働
省
職
員
）

採
用
試
験
の
第
１
次
試
験
が
６
月
13
日
（
日
）

に
新
潟
市
で
行
わ
れ
ま
す
。

受
験
資
格

・�

昭
和
56
年
４
月
２
日
～
平
成
元
年
４
月
１

日
生
ま
れ
の
方

・�

平
成
元
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方

で
、
次
に
掲
げ
る
方

　

①�

大
学
を
卒
業
し
た
方
お
よ
び
平
成
23
年
３

月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
す
る
見
込
み
の
方

　

②�

人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
方
と
同
等
の
資

格
が
あ
る
と
認
め
る
方

試
験
の
程
度　

大
学
卒
業
程
度

受
験
申
込
受
付
期
間

４
月
１
日
㈭
～
４
月
14
日
㈬

郵
送
の
場
合
、
４
月
14
日
ま
で
の
通
信
日

付
印
有
効
。
※
申
込
書
の
提
出
は
で
き
る
だ

け
郵
送
（
簡
易
書
留
）
に
し
て
く
だ
さ
い
。

持
参
の
場
合
、
受
付
時
間
は
午
前
８
時
30

分
～
午
後
５
時
15
分
（
土
日
は
除
く
）。

受�

験
用
紙　

受
験
案
内
・
受
験
申
込
書
は
、

１
４
０
円
切
手
を
貼
っ
た
宛
先
明
記
の
返
信

用
封
筒
を
同
封
し
、
新
潟
労
働
局
ま
た
は

佐
渡
労
働
基
準
監
督
署
に
請
求
し
て
く
だ

さ
い
。

受
験
申
込
・
お
問
い
合
わ
せ　

新
潟
労
働
局
総
務
部
総
務
課
（
人
事
係
）

〒
９
５
１
―
８
５
８
８　

新
潟
市
中
央
区
川

岸
町
１
丁
目
56
番
地

☎
０
２
５
―
２
３
４
―
５
９
２
０

ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

暮らしの情報
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お

知

ら

せ

改
正
労
働
基
準
法
へ
の
対
応
準

備
は
進
ん
で
い
ま
す
か
？

～�

労
働
基
準
法
が
４
月
１
日
か
ら�

　
　
　
　
　
　
　

改
正
さ
れ
ま
す
～

　

長
時
間
労
働
抑
制
し
、
労
働
者
の
健
康
確

保
や
仕
事
と
生
活
の
調
和
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
労
働
基
準
法
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
４
月
１
日
か
ら
１
か
月
に
60

時
間
を
超
え
る
時
間
外
労
働
を
行
う
場
合
の

割
増
賃
金
率
の
引
上
げ
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

主
な
改
正
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①�

「
時
間
外
労
働
の
限
度
に
関
す
る
基
準
」

の
見
直
し

　
「
時
間
外
労
働
の
限
度
に
関
す
る
基
準
」

が
改
正
さ
れ
、
労
使
当
事
者
は
限
度
時
間
を

越
え
る
時
間
外
労
働
に
対
す
る
割
増
賃
金
率

を
引
き
上
げ
る
よ
う
努
め
る
こ
と
と
等
と
さ

れ
ま
す
。

②
法
定
割
増
賃
金
率
の
引
上
げ

・�

１
か
月
60
時
間
を
超
え
る
時
間
外
労
働
に

対
し
て
、
使
用
者
は
50
％
以
上
の
率
で
計
算

し
た
割
増
賃
金
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

・�

労
使
協
定
に
よ
り
引
上
げ
分
の
割
増
賃
金

の
代
わ
り
に
有
給
の
休
暇
を
付
与
す
る
制
度

（
代
替
休
暇
）
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・�

中
小
企
業
は
当
分
の
間
適
用
が
猶
予
さ
れ

ま
す
。

③
時
間
単
位
年
休

　

労
使
協
定
に
よ
り
１
年
に
５
日
分
を
限
度

と
し
て
年
次
有
給
休
暇
を
時
間
単
位
で
付
与

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ　

　

新
潟
労
働
局
基
準
部
監
督
課　

　

☎ 

０
２
５
―
２
３
４
―
５
９
２
２

　

佐
渡
労
働
基
準
監
督
署

　

☎
23
―
４
５
０
０

平
22
年
度　

国
家
公
務
員 

国
税
専
門
官
採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

受
験
資
格

・�

昭
和
56
年
４
月
２
日
～
平
成
元
年
４
月
１

日
生
ま
れ
の
方

・�

平
成
元
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
で

次
に
掲
げ
る
方

①�

大
学
を
卒
業
し
た
方
お
よ
び
平
成
23
年
３

月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
す
る
見
込
み
の
方

②�

人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
方
と
同
等
の
資
格

が
あ
る
と
認
め
る
方

試
験
の
程
度　

大
学
卒
業
程
度

受
験
申
込
期
間

　

４
月
１
日
㈭
～
４
月
14
日
㈬

　

※
４
月
14
日
ま
で
の
通
信
日
付
印
有
効

試
験
日

・
第
一次
試
験　

６
月
13
日
㈰

・�

第
二
次
試
験　

７
月
20
日
㈫
～
27
日
㈫
の
い

ず
れ
か
１
日

試
験
地

・�

第
一
次
試
験　

新
潟
市
、
さ
い
た
ま
市
、
松

本
市
、
高
崎
市
ほ
か

・
第
二
次
試
験　

さ
い
た
ま
市
ほ
か

合
格
者
発
表
日

・
第
一次
試
験
合
格
者　

７
月
６
日
㈫

・
最
終
合
格
者　

８
月
20
日
㈮

お
問
い
合
わ
せ

　

佐
渡
税
務
署
総
務
課　

☎
74
―
３
２
７
６

　
（
自
動
音
声
案
内
「
２
」
を
選
択
）

　

�

関
東
信
越
国
税
局　

人
事
第
二
課　

試
験

係　

☎
０
４
８
―
６
０
０
―
３
１
１
１ 

（
内
線
２
０
９
５・２
０
９
７
）

第
２
回
佐
渡
吟
詠
大
会　

作
品
募
集

　

佐
渡
の
歴
史
・
文
化
・
自
然
・
風
土
を
う
た

い
込
ん
だ
作
品
を
広
く
募
集
し
て
い
ま
す
。

部
門　

短
歌
の
部
／
俳
句
の
部
／
川
柳
の
部

題�　

短
歌
、俳
句
の
部
で
は
特
に
題
を
も
う
け

ま
せ
ん
。川
柳
の
部
で
は「
思
う
」「
夢
」の

う
ち
、い
ず
れ
か
を
選
ん
で
投
句
く
だ
さ
い
。

応
募
方
法

・�

応
募
作
品
は
ひ
と
り
３
首
ま
た
は
３
句
ま
で
。

は
が
き
か
原
稿
用
紙
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

・�

未
発
表
作
品
に
限
り
ま
す
。

・�

２
つ
以
上
の
部
門
に
応
募
す
る
場
合
は
、
短

歌
・
俳
句
・
川
柳
そ
れ
ぞ
れ
別
葉
に
し
、
表

に
「
○
○
の
部
応
募
」
と
朱
書
き
し
て
く

だ
さ
い
。

・�

郵
便
番
号
、住
所
、氏
名
、年
齢
、電
話
番
号

を
明
記
し
、ご
応
募
く
だ
さ
い（
必
要
な
ら
ペ

ン
ネ
ー
ム
も
お
書
き
添
え
く
だ
さ
い
）

※�

選
考
結
果（
入
選
歌
集
）の
送
付
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、切
手
１
２
０
円
を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
締
切　

６
月
10
日
㈭　

締
切
厳
守

表�

彰
・
発
表　

黒
木
御
所
例
大
祭（
７
月
12
日
）

第
２
回
佐
渡
吟
詠
大
会
表
彰
式
で
発
表

応��

募
・
お
問
い
合
わ
せ　

佐
渡
吟
詠
大
会
事

務
局　

〒
９
５
２
―
１
２
１
２　

佐
渡
市
泉

　

�

☎
63
―
３
３
１
２
（
北
條
）
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小木フリマ＠たたこう館 開催
　小木の佐渡太鼓体験交流館でフリーマーケットを開催
します。佐渡南部地区ではなかなか無いこの機会。ぜひ
とも島内の方 と々の楽しい交流、お買い物をお楽しみくだ
さい！入場無料です。
日時 　3月22日（月・祝）午前10時～午後４時
場所　佐渡太鼓体験交流館（たたこう館）屋内開催
　　　（小木金田新田 ※鼓童村近く）
主催　佐渡太鼓体験交流館（鼓童文化財団）
協力　風待ちの会（小木）
お問い合わせ　佐渡太鼓体験交流館　☎86－2320

入札制度改正のお知らせ
4月1日から入札制度の改正が行われます。
詳しくは佐渡市ホームページ入札情報コー
ナーでご覧ください。
主な改正
・予定価格の事前公表取りやめ
・総合評価方式入札の継続
・地域保全型工事入札の試行
・工事成績評定の試行
お問い合わせ　�市役所契約検査課�

☎63―5137



こころ 元気ですか？ ひとりで悩まないで相談しましょう！

こころの不調や心配なことがあるときは、早めに相談をしましょう。
・佐渡保健所　☎74-3407　・市役所健康推進課　☎63-3115　（月～金曜日　※祝日は除く）

２つ以上があてはまり、そのためにつら
い気持ちになる、毎日の生活に支障があ
る人は、うつ状態の可能性があります。
※�「うつ対策推進方策マニュアル厚生労働
省地域におけるうつ対策検討会」より（平
成16年１月））

★ここ２週間ほど、こんな状態が続いていませんか？チェックしてみましょう。
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公
営
住
宅
の
入
居
者
募
集 

市
営
住
宅

◆
吉
井
第
２
住
宅
（
金
井
）

所
在
地　

吉
井
本
郷
７
３
２
番
地
１

規
格　

木
造
平
屋
建
て
（
戸
建
て
）

　
　
　

３
Ｄ
Ｋ
、
平
成
４
年
度
建
設

募
集
戸
数　

１
戸
（
47
号
）

家
賃　

月
額
１
万
７
１
０
０
円
～

　
　
　
　
　
　
　
　

３
万
３
６
０
０
円

◆
野
高
屋
住
宅
⑴
（
畑
野
）

　

※
単
身
で
の
入
居
申
込
み
可
能

所
在
地　

畑
野
１
２
２
番
地
１

規
格　

木
造
平
屋
建
て

　
　
　

３
Ｋ
、
平
成
19
年
度
建
設

募
集
戸
数　

１
戸
（
24
号
）

家
賃　

月
額
１
万
９
８
０
０
円
～

　
　
　
　
　
　
　
　

３
万
８
９
０
０
円

◆
野
高
屋
住
宅
⑵
（
畑
野
）

　

※
単
身
で
の
入
居
申
込
み
可
能

所
在
地　

畑
野
甲
28
番
地

規
格　

木
造
平
屋
建
て

　
　
　

�

３
Ｋ
、
新
規
建
設
中
（
３
月
末
竣
工

予
定
）

募
集
戸
数　

６
戸

家
賃　

月
額
２
万
円
～

　
　
　
　
　
　
　

３
万
９
３
０
０
円

県
営
住
宅

◆
炭
屋
町
住
宅
（
相
川
）

所
在
地　

相
川
炭
屋
町
19
番
地
３

規
格　

�

中
層
耐
火
構
造
４
階
建
て 

３
Ｄ
Ｋ
、
昭
和
58
年
度
建
設

募
集
戸
数　

３
戸
（
２
、
４
階
）

家
賃　

月
額
１
万
６
６
０
０
円
～

　
　
　
　
　
　
　
　

３
万
２
７
０
０
円

※�

吉
井
第
２
、炭
屋
町
住
宅
は
①
か
ら
⑤
の
全

て
に
、野
高
屋
住
宅
は
①
③
④
⑤
に
該
当
す

る
こ
と

①�

市
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
先
が
あ
る

か
、住
所
を
移
そ
う
と
し
て
い
て
、公
租

公
課（
市
税
等
）を
滞
納
し
て
い
な
い
こ

と
②�

同
居
す
る
親
族（
婚
約
者
を
含
む
）が
い

る
こ
と

③�

申
込
者（
同
居
す
る
親
族
を
含
む
）が
暴

力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等

に
関
す
る
法
律
第
２
条
第
６
号
に
規
定

す
る
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

④�
収
入
（
所
得
金
額
の
合
計
か
ら
各

種
控
除
を
行
っ
た
額
）の
月
額
が

15
万
８
０
０
０
円（
高
齢
者
世
帯
、障
が

い
者
の
い
る
世
帯
、小
学
校
就
学
前
の
お

子
さ
ん
が
い
る
世
帯
等
は
21
万
４
０
０
０

円
）以
下
で
あ
る
こ
と

⑤
現
に
住
宅
に
困
って
い
る
こ
と

申�

込
方
法　

市
役
所
建
設
課
ま
た
は
各
支

所
・
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
住
宅
担

当
窓
口
へ
、
申
請
書
な
ど
必
要
書
類
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　

３
月
31
日
㈬
午
後
５
時

入
居
可
能
日　

４
月
下
旬
以
降

　

※
野
高
屋
住
宅
⑵
は
５
月
１
日
以
降

　

入
居
に
際
し
市
内
在
住
の
連
帯
保
証
人

（
２
名
）
と
敷
金
（
家
賃
の
３
か
月
分
）
が

必
要
で
す
。

※
事
前
に
住
宅
内
部
の
見
学
も
可
能
で
す
。

お�

問
い
合
わ
せ　

市
役
所
建
設
課
（
建
築
住

宅
係
）
☎
63
―
５
１
１
８　

ま
た
は
各
支

所
・
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
住
宅
担

当
窓
口
へ

佐渡産の杉ブランド材を使用して建設した野高屋
住宅⑵の完成見学会を開催します。皆さまのご来場
をお待ちしています。
日�時　３月20日㈯午前９時～午後４時　随時受付
住�所　畑野甲28番地

職
員
人
事
異
動３

月
１
日
付
け　

（　

）
内
は
旧
所
属

財
政
課
予
算
係

　

主
任　

尾
潟
孝
之 

　
　
　

（
国
体
推
進
課
競
技
運
営
係
主
任
）

農
業
振
興
課
農
業
企
画
係 

　

主
事　

源
氏
諭
史
（
国
体
推
進
課
主
事
）

消
防
本
部
総
務
課
庶
務
係

　

主
事　

菊
池
信
好
（
総
務
課
主
事
）

農
業
振
興
課
農
業
企
画
係
兼

　
　
　
　
　

契
約
検
査
課
検
査
係

　

主
事　

若
林
昭
宏
（
農
業
振
興
課
主
事
）

○
新
採
用

両
津
病
院
診
療
部
臨
床
検
査
科

　

臨
床
検
査
技
師　

姥
澤
里
美

両
津
病
院
看
護
部
看
護
科

　

看
護
師　
　
　
　

中
野
亜
希

□ 毎日の生活に充実感がない
□ これまで楽しんでやれていたことが、楽しめなくなった
□ 以前は楽にできていたことが、今ではおっくうに感じられる
□ 自分が役に立つ人間だと思えない
□ わけもなく疲れたような感じがする
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金
子
良
則
獣
医
博
士
号
授
与
記
念
講
演

２
月
21
日
、
ト
キ
保
護
セ
ン
タ
ー
の
金
子
良
則
獣
医
師
に

「
ト
キ
の
採
食
行
動
に
関
与
す
る
筋
・
骨
格
系
の
機
能
形

態
学
的
研
究
」
で
京
都
大
学
博
士
号
が
授
与
さ
れ
、
そ
の

記
念
講
演
会
と
ト
キ
野
性
復
帰
学
術
研
究
発
表
会
が
ト
キ

交
流
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

金
子
獣
医
は
こ
の
研
究
を
２
０
０
３
年
か
ら
着
手
し
て
、

ト
キ
が
サ
ギ
類
と
違
う
餌
の
と
り
方
に
つい
て
研
究
さ
れ
た

も
の
で
す
。
簡
単
に
言
う
と
、サ
ギ
は
目
で
見
て
餌
を
と
り
、

ト
キ
は
く
ち
ば
し
で
泥
の
中
を
探
っ
て
餌
を
と
る
と
い
う
も

の
で
、
骨
格
や
筋
肉
も
そ
の
よ
う
に
発
達
し
て
き
た
こ
と

を
、
解
明
し
た
も
の
で
す
。

氏
の
朴
訥
で
し
か
し
ユ
ー
モ
ア
に
富
ん
だ
講
演
に
ホ
ー
ル

は
超
満
員
で
、
地
道
な
研
究
に
拍
手
を
送
って
い
ま
し
た
。

№
41

佐
渡
市
長　

髙
野
宏
一
郎

首都圏情報コーナー

首都圏佐渡連合会
第10回総会・記念式典・懇親会を開催！
　去る２月６日
㈯ホテルメトロ
ポリタンエドモ
ントにおいて、
首 都 圏 佐 渡
連合会の第10
回総会・記念
式典・懇親会が開催された。来賓に髙野宏一郎市
長、加賀博昭市議会副議長、平辰東京新潟県人
会長他多くの方 を々お迎えして、総勢170名を超え
る参加者によって賑やかな会となった。
　総会では、摩尼義晴会長より「この会が10年を
迎え、会員数も7,700名を数えるまでになった。皆様
のご支援に御礼申し上げます」と挨拶。
　記念式典では“10年のあゆみ”として、「首都圏
での旧市町村単位の郷土会（現在11団体）によっ
て平成12年に本会を創設。設立主旨は“各郷土会
の情報交換により相互の連帯感を深め、全島的立
場に立って郷里佐渡の島内外の活動に貢献する”
とした。その後、平成16年に一島一市の佐渡市が
誕生。平成17年には佐渡市東京事務所が開設さ
れ、市の行政の一端を担う運営業務を受託してい
る。公的責務を負うものに変質してきた。これからも
本会の発展のためご支援いただきたい」と報告。
あわせて、創設時のご苦労に対し功労者表彰なら
びに記念品を贈り労をねぎらった。
　また、フェリス女学院大学音楽学部によるアンサ
ンブル演奏で、祝賀ムードも高まり厳粛で華やかな
祝典になった。

文責　佐渡市東京事務所

地 上 デ ジ タ ル 放 送 へ の 準 備 は お 済 み で す か ？

第5回 地デジであなたをだます詐欺にご注意を！
　テレビの地デジ対応やアンテナ交換などを口実にした詐欺が
発生しています。身におぼえのない工事や代金請求にはご注意
ください。たとえば、次のような手口の詐欺が発生しています。

総務省やテレビ局の名前が書かれた手紙が届き、｢地上デジ
タル放送切りかえ助成金｣が支給されるので、手数料の支払
いをするよう書かれている

「テレビ局職員」「地上デジタルテレビ受信対策員」を名乗
る男が自宅にやってきて、受信工事やテレビの調整代金支
払いを求める

　地デジ対応で、総務省やテレビ局、その関係機関がお金を請
求することは一切ありません。このような請求を受けた時は、す
ぐに支払わず総合通信局（総務省の地域機関）、お近くの警察
署、または消費者センターへご相談ください。
お問い合わせ
・総務省地上デジタルテレビジョン放送受信相談センター
　☎0570－07－0101（平日9:00～21:00、土･日･祝9:00～18:00）
・地上デジタル放送に関するホームページ　
　㈳デジタル放送推進協会http://www.dpa.or.jp/
・市役所企画振興課（情報政策係）☎63－5139

（番外編）

　3月1日から、新穂村土地改良区の事務所が新穂農業構造
改善推進センター（新穂行政サービスセンター隣）に移転しま
した。新しい事務所に移りましても今まで同様、お気軽にお
立ち寄りください。

新住所　〒952-0106佐渡市新穂瓜生屋490番地
☎22－2009（変更ありません）
22－4205（変更ありません）

新穂村土地改良区事務所移転のお知らせ
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う ぶ ご え
地 区 名  大 字 名  氏 　 　 名  保護者 たんじょう日

両　津 豊岡 川　原　寅　吉 79 1.21
　〃 河崎 猪　股　悌二郎 92 1.22
　〃 柿野浦 川　嶋　健次郎 90 1.22
　〃 椎泊 緒　方　　　茂 77 1.23
　〃 吾潟 福　嶋　マ　ツ 97 1.24
　〃 加茂歌代 齋　藤　田鶴子 72 1.28
　〃 長江 井　上　四　郎 88 1.29
　〃 浜田 中　村　信　子 82 2.  1
　〃 両津湊 齋　藤　正　枝 86 2.  4
　〃 白瀬 橋　本　ア　キ 98 2.  4
　〃 加茂歌代 土　屋　コジマ 80 2.  7
　〃 両津夷 中　村　タ　ケ 99 2.  8
　〃 加茂歌代 市　橋　ヤスエ 77 2.10
　〃 春日 齋　藤　　　弘 77 2.13
　〃 椎泊 種　田　ゼ　ン 88 2.15
相　川 稲鯨 山　本　真　次 93 1.18
　〃 北立島 根　岸　貞　次 93 1.21
　〃 北立島 土　屋　ミ　チ 85 1.22
　〃 高千 本　間　岩　𠮷 98 1.25
　〃 石花 井　上　美　代 85 2.  3
　〃 二見 長　井　大　藏 83 2.  7
　〃 達者 石　見　新　一 80 2.13
　〃 大倉 梶　原　キ　ク 97 2.13
　〃 相川羽田町 石　見　ワカミ 67 2.13
佐和田 河原田本町 古　林　茂　次 74 1.18
　〃 窪田 加　藤　テルヲ 72 1.19
　〃 沢根五十里 中　川　峯　子 80 1.19
　〃 沢根五十里 末　武　カ　ヅ 84 1.22
　〃 市野沢 𡈽　屋　カイエ 89 1.31
　〃 沢根町 山　西　熊太郎 94 2.  1
　〃 沢根 本　間　義　久 87 2.  2
　〃 山田 大　塚　政　美 75 2.  3
　〃 真光寺 恵帳塚　千代子 82 2.  4
　〃 八幡 小　鷹　三　正 89 2.  8
　〃 窪田 矢　野　ヒサヱ 84 2.  9
　〃 八幡 安　達　コ　ノ 94 2.10
　〃 沢根 本　間　チ　ヨ 84 2.10
　〃 河原田諏訪町 戸　田　茂　子 72 2.13
　〃 沢根 伊　藤　　　男 78 2.13
　〃 沢根 山　﨑　敏　夫 80 2.13
　〃 八幡 若　林　絹　枝 52 2.14

佐和田 中原 土　屋　イ　ネ 85 2.14
金　井 金井新保 桑　原　シ　ヱ 91 1.23
　〃 千種 仲川　與三左エ門 99 1.25
　〃 千種 山　﨑　アイ子 86 2.  3
　〃 吉井本郷 畑　中　善　一 91 2.  7
　〃 泉 市　橋　サ　ク 95 2.  8
　〃 千種 伊　藤　鐡　三 86 2.11
新　穂 新穂瓜生屋 高　野　ツ　ネ 85 1.23
　〃 新穂舟下 影　山　フシヱ 95 1.24
　〃 新穂青木 亀　山　傳一郎 88 1.26
　〃 新穂皆川 金　子　哲　哉 79 1.27
　〃 新穂舟下 本　間　清一郎 81 2.  1
　〃 新穂長畝 　　上　シ　ヅ 98 2.  8
　〃 新穂北方 土　田　ミヨシ 95 2.10
　〃 新穂大野 安　田　フ　ミ 86 2.11
　〃 新穂瓜生屋 後　藤　ミヨシ 90 2.14
畑　野 宮川 前　田　フ　ジ 88 1.18
　〃 小倉 亀　井　輝　夫 60 1.18
　〃 畉田 野　口　　　實 81 1.26
　〃 小倉 中　村　ヤスヱ 84 2.  3
　〃 畉田 榎　　　　　雄 83 2.  7
　〃 小倉 本　間　哲　二 78 2.14
　〃 畑野 本　間　俊　雄 80 2.15
真　野 金丸 　　林　フジヱ 86 1.22
　〃 西三川 朝　夷　ユ　キ 86 1.23
　〃 豊田 金　子　タ　マ 89 1.27
　〃 長石 逸　見　清　一 85 2.  8
　〃 竹田 松　本　雪　枝 80 2.  9
小　木 小木木野浦 金　子　タ　ク 90 1.27
　〃 小比叡 榊　原　イサム 79 2.  3
　〃 深浦 菊　地　シ　ゲ 88 2.  8
　〃 小木町 佐々木　　　齋 73 2.12
羽　茂 羽茂村山 畠　野　　　隆 85 1.19
　〃 羽茂大橋 鰕　名　秀　雄 75 1.20
　〃 羽茂大石 棚　田　敏　博 63 1.30
　〃 羽茂大石 村　川　チ　ヱ 92 2.  2
　〃 羽茂飯岡 本　間　昭　二 82 2.  5
　〃 羽茂上山田 渡　辺　　　充 73 2.  6
　〃 羽茂村山 畠　野　二三四 86 2.  9
赤　泊 莚場 田　中　安　雄 84 1.27
　〃 赤泊 中　川　マ　サ 87 1.28
　〃 杉野浦 後　藤　武　雄 81 1.31

お く や み
地 区 名  大 字 名  氏 　 　 名  年 　 齢  ご 命 日

（ちほ）
（さと）
（もえ）
（りゆ）
（しゅうと）
（あやか）
（えいいちろう）
（たいが）
（あつと）

（まひろ）
（ひゅうが）
（けんし）
（たける）
（みゆ）
（りょうが）
（そうま）
（ほまれ）
（ゆずき）
（まい）
（たくま）

両　津 両津福浦二丁目 後　藤　千　穂 政茂 1.23
　〃 加茂歌代 岡　本　紗　都 雄志 1.28
　〃 白瀬 臼　杵　萌　愛 貴弘 2.  2
　〃 歌見 大　坂　り　ゆ 伸正 2.  4
　〃 羽吉 髙　井　修　斗 昇一 2.  6
佐和田 長木 池　　　彩　果 正大 1.28
　〃 八幡 本　間　瑛一朗 正義 1.28
　〃 中原 石　見　星　虎 純 2.  3
　〃 窪田 小　崎　篤　人 貴弘 2.  5

金　井 千種 田　中　真　紘 和人 1.17
　〃 千種 佐　野　彪　珂 隆士 2.  3
　〃 千種 相　良　賢　史 隆之 2.  6
新　穂 新穂瓜生屋 本　間　　　尊 真一 2.  5
畑　野 栗野江 加　藤　心　結 輝朗 1.15
　〃 畑野 本　間　遼　雅 清 1.21
　〃 畑野 古　屋　蒼　眞 克幸 1.21
　〃 栗野江 計　良　歩　稀 和大 2.  9
真　野 真野 赤　塚　結　月 拓也 1.30
小　木 琴浦 佐　藤　　　舞 明 1.21
　〃 小木町 菊　地　拓　磨 隆伸 2.  4

※保護者やご遺族の承諾を得て掲載しています。（敬称略）



佐渡市メール配信サービス実施中
＊＊配信情報＊＊
火災（建物のみ）防災・防
犯・通行止め・観光イベン
ト情報
アドレス sado@psmail.jp
お問い合わせ 市役所企画振興課
　　（情報政策係）　☎63─5139

行政の動きや島内各地の身近な話題を紹介します。
◇チャンネル
　アナログ放送：12ch（小木・羽茂・赤泊地区9ch）
　デジタル放送：112ch
◇毎週月～金曜日　17:00から放送
　【再放送】�19:30～、21:00～、22:00～、23:00～、翌日6:30～
　 ※番組表は各支所・公民館・温泉施設等に置いてあります。
◆市役所情報センター室　☎51-2030
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市の面積　855.27㎢（平成20年１０月１日）　市の海岸線280.4km（平成19年3月31日）

火災案内ダイヤル ☎51-0136　4月1日から、火災が発生したときの情報提供番号を統一します。消防本部通信指令室☎51-0119

■発行・編集　佐渡市役所 総務部総務課秘書室広報広聴係　佐渡市千種232番地　　　 ■発行日　平成22年3月10日
　TEL0259（63）3111・FAX0259（63）3300　　ホームページアドレス http://www.city.sado.niigata.jp

　新潟地方法務局佐渡支局と佐渡人権擁護委員協議会で
は、小学生のみなさんを対象に「人権教室」を開いています。
今年度は市内９校を人権擁護委員が訪問し、冊子『種をまこ
う～いっしょに読んで考えよう「じんけんってなあに～」』をも
とにした自作紙芝居の読み聞かせをしながら、子どもたちの
心の中に「人権のたね」をまきました。

【訪問校】　�前浜小学校　浦川小学校　両尾小学校 
内海府小学校　新穂小学校　小倉小学校　真野小学校　大滝小学校　川茂小学校

小学校で「人権教室」を開く 

　多田地区（畑野）と莚場地区（赤泊）を結ぶ主要地方
道佐渡一周線多田トンネルが、3月26日㈮に開通します。
　今までの道路は、車のすれ違いが困難なほど幅員
が狭く、落石や土砂崩れの危険などがありました。こ
のため新潟県が、安全で安心な道路とするために平
成14年度からトンネル工事を進めてきました。
　多田トンネルの延長は 1,511mで、南片辺トンネル

（1,911m）、内海府トンネル（1,759 ｍ）に次いで島内
で３番目に長いトンネルになります。このトンネルは、
安全で円滑な交通確保とともに島内観光の活性化に
役立つものと期待されています。
　なお、トンネル開通に先立ち3月17日㈬に警察、消
防、バス事業者、道路管理者による合同防災訓練を
行います。
開通日時　3月26日㈮正午（予定）
お問い合わせ	� 佐渡地域振興局地域整備部道路課

☎74-3543

　北前船によって佐渡は広
範な地域の物、情報や文
化、芸能等を迎え、今も色濃
く残され受け継がれていま
す。低迷する経済・社会を活
性化するため、今一度北前
船のスピリッツに学び、地域
間交流や観光の活性化を
一緒に考えませんか。
日時	� 3月20日㈯ 

午後1時から
会場	 あゆす会館 
	 （小木町 1949-2）
内容	� 基調講演、パネル

ディスカッション 
「今、佐渡の観光に求められているもの」　など

◇当日、白山丸（写真）の展示・帆立が行われます。 
　時間　午前10時から　場所　白山丸展示館（宿根木）
お問い合わせ　市役所観光課　☎63―5116

多田トンネルが
開通します

「今、佐渡観光に求められるもの」
第6回　北前船寄港地フォーラムin佐渡3月26日

佐渡市ケーブルテレビ

CNSニュース

～『種をまこう』を活用して～

入 場
無 料


